
高監彰顎 j龍膏j の研究明4報)

1.まえカt き

消防科学研究所報第 3号および 5号で，高膨張泡剤

の研究結果 (1~ 3報〉を報告したが，これは高膨張

泡剤として優れた性能を持つ界面活性斉IJの選択に逗戒

を置き，泡剤の効果を高めるために使用する添加剤，

溶剤，あるいはその配合比等についてはさらに検討す

る必要があった。これらについて種々実験を重ねた結

果，尚膨張泡剤としての結論を得たので報告する。

2. 実 験期間

昭和43年 3 月 ~lO月

3. 実験供試体

実験に使用した活性剤，添加剤および溶剤jは下記の

とおりである。

(1) 泡斉IJ

ア， ラウリノレアノレコーノレ硫酸エステノレアンモニウム

(A部J)

R・OS03 NH4 

イ， ラウリノレアルコーノレ硫酸エステノレトリエタノー

ノレアミ γCT剤〉
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(2) 添加剤

ア，ポリオキシエチレンアノレキノレサノレフエートアン

モニウム (20A)

R.O CCHzCH20)n' S03NH. 

イ，ポリオキシエチレンヲウリノレサノレフエートアン
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モニウム (204B) 

R .0 (C HzC H20)n . S 03NH. 

ウ，ポリオキシエチレ γアノレキノレサノレフエートトリ

エタノーノレアミン C20T)

R.0(CHzCr-I20)nS03HCCzH40I-u3 

エ， ラウリノレザノレコシン酸 ;;-f!."CL a) 

(3) 溶剤

メチノレセロソノレプ C H30 C lIzC H20 H 

エチノレセロソノレブ C H3C H20 C H2C H20 H 

ブチノレセロソノレブ C H3CCH2)2CHぷ)CH2CH20H

n ブチノレアノレコーノレ CH3(C1-h)30H 

1ープチノレアルコール ( C H3)ZC H C H20 H 

n プロピノレアノレコーノレ C H3( C 1-!z)20 H 

1 プロピノレアノレコーノレ (Cib)2CHOH 

1ーアミノレアノレコーノレ (C H3)2CHC H2C H20H 

メチノレエチノレケトン CH3COC2H5 

ジエチノレアミン (CAS)2NH 

トザエタノーノレアミン CHOCH2CH2)3NH 

4 実験経過および結果とその考察

(1) A剤と ABS，ABSAの配合による泡安定度試

験

過去の研究結果ではA剤， T斉IJ1 の混合物が泡

の安定性，溶解性などの点ですぐれていることを報告

したが， T斉jは高価であるため代りに ABS，あるい

はそのアンモニウム塩である ABSAを混合した泡剤

を作り，泡安定性の実験をおこなった。結果は第 1表

のとおり. ABS. ABSAともにT剤を混合した場

合に比較して，泡の安定性が悪くこれらの使用は不適

当であり，今後はT剤を使用してその混合率を少なく

するための工夫が必要である。しかし.T剤の比率を

Fげると低温時における泡の状態が急激に怒化するた

め，これを防止するには添加剤，あるいは溶剤等の使

用，あるいは相互の関連を考える必要がある。

(2) 添加剤の選択

A剤， T邦jをベースとする泡剤は，常温では溶解

性，泡の安定性ともに良好であるが，気温が200Cを越

えると泡の安定性が急激に低下し，常温以下の温度で
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A:T 

第 1表 A剤との混合による泡安定度試験

A:ABSA 
実

A:ABS 

泡剤 A ~J 109杉 10% 

組成 その他 T : 10% AB S : 10% AB S A : 109杉

i 活性剤使用濃度 0.59杉 0.5% 0.5% 

抱半減時間 85' 41' 19' 

1/2流水時間 16'00' 20' 

発泡倍率 685倍 650倍 670倍

は粘度が増加して沈澱物を生成する。その防止策とし

てラウワノレアルコール，あるいはポリオキ、ンエチレン

アノレキノレサノレフェート塩類を添加すると効果のあるこ

とは，過去に報告した。

又.T剤はA弗jに比較して低温特性はよいが，高価

で泡の安定性が劣り，添加剤であるボリオキシエチレ

ンアノレキノレサノレブェート塩類は低温時における溶剤的

作用はするが，泡の安定性に対してはマイナスに作用

する。このためT剤，添加剤ともにその使用量を極力

少なくする必要があるが，これを少なくすると低温時

に粕度が増加し，沈殿物が生成する。これの解決策と

して新しい添加剤の開発，あるいは溶剤の使用が考え

られるが，ここではこれら添加剤が泡の安定性に及ぼ

す影響について検討する。

実験は各種の添加剤について検討した結果，効果の

あると思われる下記の 4種につし、て性能テストをおこ

ない，さらにA. T剤と混合した場合の効果について

も実験した〈第3表参照〕。

泡~Jに添加剤を使用した場合，泡の安定性，および

低温時の保存性に及ぼす最多欝は一般にソーダ滋，アミ

ン，アンモニウム塩の)1棋に良好であるといわれてお

り，試験結果でもソーダ塩(La)よりアミン (20Tλ

アンモニウム塩(20A)がすぐれた性能を示した。特に

A~Jの性質に近い，アンモニウム塩である 20Aの効果

について期待したが，第 2表のとおり20Tと比較して

第 2表添加剤の泡安定度試験

添加剤

有効活性剤濃度

使用濃度

泡半減時間

1/2流水時開

発 泡倍率 500倍

20T 

25% 

0.5% 

15'300 

280 

良好な結果は得られなかった。これら添加剤は先に記

したように泡の安定性にはマイナスに作用するため，

実用の場合試験に使用した 5%の添加量をさらに少な

くすることが望ましく，そのためには溶剤との併用が

考えられるがこれについてはあとにのべる。

なお，活性剤以外の添加剤として尿素 (CH4N2U)

臭素 (Bけなども泡の安定性をます上に効果がある

と忠われたので，添加して実験をおこなったが，良好

な結果は得られなかった。

(3) 溶剤の選択

泡剤の流動性をまし，低温時の使用あるいは貯蔵に

耐えるものとするには溶剤を必要とするが，溶剤は

発泡に直接関係しないため，使用量の少ないほど経済

的である。過去に使用したエチノレセロソノレブはすぐれ

た効果を示しているが，使用量が 37.5%と非常に多

く，単価も高いため，低価格で使用量の少ない溶剤を

選択する必要がある。又溶剤は泡剤の一成分として使

用するため，水溶性でかつ保存中の蒸発を防止するた

第 3表添加剤を加えた場合の泡安定度試験

泡

剤

組

成

添加剤

A 

実

験 1/2流水時間

結 発泡倍率 i800倍| 828倍| 690倍
果

白潟凝固点
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めには沸点が水と同等以上であることを必要とする。

これらの条件を基に，実験はA剤， ラウリノレアルコー

ノレ等の混合物に一定割合の溶剤を加え，低温時の状況

を観察して溶剤の選択をおこなった。実験方法は泡

剤，添加剤，溶剤の混合物50∞を硝子製平底試験管

C26X 150mm)に採り，これを冷凍機に入れて常温か

ら0.50C/mimで冷却し，試料の流動性および白濁固化

する温度を求めた。結果は第4表のとおりである。

泡

剤

組

成

実

第 4表 各種溶剤との混合による低温試験(溶剤量 30%) 

試料

溶剤名

溶剤j量 面司
A 斉日 20必

1μ士ノレ 2開 | 

水

T 1-I 
|47.5% I 

低温時
の状況

6
C

C 

4
C

C 

。OC

li  
l鋭礎成 i
i全体白濁ゲル化|

2 ト 3 -1 1 土工三二
ブ::ソ JV7.1 i一ご;どさJ-fztーノレ1i干刀:;士乙ノルJレ

ω慨ι引| 抑 3司鰍! 服一

10% 

109話

2.59弱

39万

44.59移

異常なし

20% 1 2仇 _1_20% 2勝

2.5% 

47固 5%

異常なし

2.5% 五司
王工三ょっ

47協 I 4ど百

異常なし

件ヰ

2‘59弱

47.5% 

異常なし

低部自潟

験 τ 子耐C叶 I n I川低制部白渇川| 
結; 一2

0

C I 全体白濁ゲル

果 |μ二 4
0

C 1 ， し一」
i 一 7T I 若千粘性をます

低部自澱 I 

i全体白澱ゲ叫

前記の結果から溶剤!として効果があると思われるも

のについて，さらに溶剤jの震を25%，20必と少なくし

て実験をおこなった。結果は第5表，第8表のとおり

である。

泡

剤

組

成

第 5表 各種溶剤との混合による低温試験(溶剤量25%)

試料 No 

溶剤

溶剤j

A 

T 

名

量

剤

剤j

ヱヱリ:とど:レと:づ

水

7 

ブチノレセロソノレブ

25% 

10必

10必

2.5必

3必

4宮.5%

8 

nープロピノレ
アノレコーノレ

259話

20必

2.5% 

9i  
l n-力士一ノレ i 

25% I 

12切 l
|- 1 

52脱 52協 |

( 30 ) 

10 

ジエチノレアミ γ

25% 

209語

2.5% 

52.5% 



低温時の状況

。OC 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
実

| 若干粘性をます-40C • • • 
験 -70C | 若干粘性をます | 急激に白濁ゲノレ化| ， 

結
-80C 11 | 全体に不透明

-90C 低部自濁 ， 

果
-100C | 全体白濁ゲノレ化 | ， 

i白色浮遊体物が生白成撹伸ヒこ↓-120C より全 濁ゲル{ 全体白潟ゲノレ化

試料 No 11 

各種溶剤との混合による低温試験〈溶剤量:20%)第 6表

溶 斉リ プチノレセロソルプ名

泡 溶 20% 剤 量

剤
A 剤 10% 

T 剤 10% 

組
ラウリノレアノレコーノレ 2.5必

成 20 T 3% 

水 54.5% 

実

低温時の状況

。"c 異常なし

詰在妄豆す
低部若干白濁

全体白濁 Yノレ化

験 c
 

o
 

n
，“
 

結 c
 

n〈
U

果
-7.5"C 

-9"C 

12 

nープロピル
アノレコーノレ

13 

nープチル
アノレコーノレ

20% 20% 

20% 20% 

2.5% 2.5% 

57幽 5%57.5% 

異常なし

喜干蕗在をます
白色結晶生成

さらに粘性をます

異常なし

わずかに不透明になる

全体白i笥ゲノレ化

上記の結果から溶剤には低級アルコール類が最も通

していることが明らかになった。特にフ酔チノレアノレコー

ノレ20%を加えた泡弗IJ(試料N0 13)は-70Cまで変化

せず，低温時における保存性は最もすぐれている。

プチノレアノレコーノレは直鎮の nーブチノレアルコーノレと

その異性体である iープチノレアルコーノレの 2種類ある

が，その性状はほとんど類似しており，沸点は

n-ブチノレアルコーノレ 117.50C 

iーブチノレアルコーノレ 108.0'C 

と共に水より高沸点で，水に対する溶解性は

n-プチノレアルコール 7.36 g (水 100gに溶

解する量〕

iープチノレアルコーノレ 9.5 g ( ) 

と難溶である。しかしこれは界面活性剤と混合して使

用するため，その活性剤効果で水に溶けるため，問題

はない。なお p 溶剤jにはノルマノレ，イソいずれのプチ

ルアルコーノレを使用しでも，泊予flJの性能にはほとんど

差はないが¥-プチノレアルコーノレの方が若干価絡が

安いので大量に使用する場合は有利である。

(4) 各種配合比による低温試験

4. (3)の実験で溶剤にはブチノレアルコールが殻適で‘

あることを明らかにしたが， ブチノレアルコールを使用

してA剤.T弗IJ，20T. ラウリノレアルコーノレの混合比

を各種かえ，僻jの低温時における粘皮と昇，白i萄沈

澱する状況等その低温変化について実験をおこなっ

た。これはA剤を泡剤のベースにし，添加剤として若

干の20T. ラウリノレアルコーノレを加え，高価なTtilJ.

あるいは発泡には直接関係、しない溶剤jの量は極力少な

( 31 ) 



くし，さらに 7 ~- 80C程度までは安定して使用可

能な状態にすることを目的とするものである。

実験は第 7表;こ示す割合に，活性剤，添加剤，溶剤

を混合し，これを 26mmx 150酬の硝子製平底試験管に

60∞入れ，冷凍機で 0.50
C/minの割合で冷却して，

泡剤の状態を観察した。結果は第7表に示すとおりで

ある。

第7表 各種配合比による泡剤の低温試験

τ不[…干 2 1 3 I 4 I 5 I 6 1 7 1 8-1 百

門ι1万Z立允北判吋中町恒~lち与l与♂1竺FPP山Fご立土幻叫吋ご土な斗;24:4|
20 

;戸l江ヨ 一|一J一ベ| U 5l 51 10l 10三日2.551 2. 5 1 2. 5 1 2. 5 1 2. 5 1 2. 51 2.5 1 

15 

5 

2.5 

-3 1  -131 5 1 3 1 3 1 3 1  5 

~ ---i--白書224:ii:lリペ十÷
EEこっ会合~rmi I . 1在日円程2274 8 i B77アつ

|ヰ i | 吋 読ん!fzhi斗
結 1-8

0

CI 芸品広|嵐山--'--_I IJ I 

• 
石 -1 . 
-1O"CI _1  ___-----'笠竺ゴ一 1 1 1_1  1 1 軒高3

実験の結果溶剤15%で、試料No.6， 7の場合には，

前表のとおり比較的良好な結果であったがz 試料No.

1~4 のようにT~J， 20T剤の配合比を少なくする

と，白澱沈澱の生ずる温度は上昇して低温時の保存性

が悪くなり， T剤， 20T剤が低温時の泡剤の安定性に

大きく影響していることが明らかである。しかし溶剤

量20%にすると試料No.8， 9 のようにT~J ， 20T剤

の量をそれぞれ 5%，3%と少なくしても -8.50Cま

では安定しており，冬期における保存性にも何ら支障

ないと思われる。

( 32 ) 

以上の結果から活性剤その他の配合比は試料No.8

のA剤159杉， T剤 5%，20T剤 3%，ラウリノレアルコ

ール 2.59話， プPチノレアルコール20%，水54.5%のもの

が，性能，経済性を勘案した場合最もすぐれている。

又溶剤はノルマル，イソいずれのブ‘チノレアルコールを

使用してもその性能に差はないがブずチノレアルコ

ールが若干低価格であるため，これの使用が有利であ

る。

(5) 泡剤の各種性能試験

当研究室で開発した前記処方による泡剤の，各種性



を用いて試験をおこなった。結果は第 3図，第 4図の

とおりで i-fチノレアルコーノレを溶剤とした泡剤

CAT-iBA)は，泡半減時間140分， 1/2流水時間

15分と，共に非常にすくれた性能を有しており，比

較におこなった既存の国内外の製品よりもすぐれて

いるo

150 
菊地時間〈む吋

主主主主

引J

卒上i布発泡爽験後霞

100 

泡半減時間第 3図

50 

第2閤

s 2S 
禍
事老

妻郡
C眠 ，. 

15 

10 

5 
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能試験をおこなったので，その結果を下記に記す。又

比較のため既存の各種泡剤についても同時に試験をお

こなった。

ア粘度測定

高発泡機に泡剤を使用する場合，一般にプロポー

ショナ一方式で吸引するが，これには泡剤の粘度が

大きく影響し，発泡の良否を左右する。特に冬期に

おいては，泡剤の粘度が上昇し，吸引不能になる場

合もあるので，常時安定した泡を生成させるために

は，低粘度て‘温度による粘度変化の小さい泡剤が必

要である。開発した泡剤の温度変化に対する粘度の

関係を調べるため粘度計で測定した。 illlJ定方法は，

500∞容器に泡剤を入れ，冷凍機で常温からO.50CI

minの割合で冷却しながら，各温度毎の粘度を回転

粘度計で測定する。

結果は第 1図のとおりで 1-プチノレアノレコーノレを

溶剤とした泡剤①は， 200Cで9cP，-goCでも 25

cPと低粘度で， しかも温度による変化も少なく非

常に安定しており，比較のためにおこなった他の泡

剤よりも，寒冷時における安定性はすぐれている。

イ 泡安定度試験

高発泡による消火効果を高めるには，泡剤の発泡

性能の他に，発泡した泡が水分を含んだ状態で長時

間安定していなければならなし、。泡の安定性は，一

般に発泡した泡が減少する速度，および泡の水分が

流下する速度で表わされている。すなわち治安定度

は，最初の泡量が半分に減少する時間で計り，これ

を「泡半減時間Jと称し，水分の流下に関する安定

度は，全含水量の半分の水量が流下する時間で計っ

て，これを P/2流水時間Jと称し，各々その時間の

長いものをすくれた泡剤と称している。これら泡の

安定住について 9 卓上高発泡実験装置(第2図参照〉

90 
諸弘鍍('0)

各種泡邦jの温度と粘度曲線

20 
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第4図 l1z流水時間
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ウ 海水による泡安定度試験

高発泡消火剤jを実用に供する場合，火災現場にお

いて淡水，海水等いずれの水で発泡させても泡淘!と

して一定の性能を有していなければならない。泡i'flJ

の海水による発泡性能をみるために，東京湾河口付

近の海水制使用し，卓上高発泡実験装霞を用いて試

験をおこなった。

結果は第 8表のとおりで，淡水による発泡に比較

してほとんど変りなく，発泡状況も良好で安定した

性能を示している。なお，泡半減時間， 1/2流水時間

いておこなった。

結果の一例を示すと第 5図のとおりで，泡半減時間，

11'2流水時間ともに大きく減少する。その原因として

は，熱による水分の蒸発，活性斉IJの表面張力の減少，

あるいは泡内空気の膨張による破泡作用などが考えら

れるが，突火災においてはその他灰塵，あるいは煙粒

子による破泡も加わるものと思われる。

熱による泡の減少速度が泡の発泡倍率に関係するか

否かについては，一般的には発泡倍率が小さいほど水

分を多く含むので，熱に強いと考えられるが，その関

係を明らかにするため400~800倍の泡で測定した。結

果を整理したのが第8図で，傾向としては発泡倍率が

大きくなるほど泡の減少速度も大きくなることを示し

ている。

第5図 放射熱による泡減少速度とトレネーゾ
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共に若干早いが，これは発泡倍率が大きいためと思 30 

る基礎データを得るために卓上実験をおこなった。実 £ 
験は卓上高発泡実験装置を使用し，熱源として100V-

500W赤外線電球を泡表面上 10佃にセットして常時

5.830Kcal/m'hr (0. 162cal/c田2sec) の熱量を照射す 宮

る。(一般に木材の発火点が7，OOOkcalj m'hr以上，危

険度は 2，500kcalj m'hr程度といわれているので，約

6， OOOkcalj m'hrあれば，放射熱量として充分と恩われ

る。〉

試験装置で発泡後測定部に移動した泡に熱源を照射

し，泡の消滅減少にともなって熱源を下降させ，泡表

面と熱源の間隔は常時10cmに保持して泡表面が常に一

定熱量を受けるようにする。測定は 5cm毎の泡の減少

と時間の関係，およびドレネージの量，発泡倍率につ

われるが，海水の比重が大きいための影線もあると

思われる。

第8表海水による泡の安定性

き 経 験 月 日

(AT) 

S 43. 6.26 

合.3事6

64分

?分3D秒

960倍

エ 高膨張、泡の耐熱試験

高膨張泡を消火に使用する場合，熱による消泡作

用が消火力に大きく影脅するので，泡の耐熱性に関す
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オ 高膨張泡の議導性について

建物火災等に高膨張泡を使用する場合，変電室への

泡の進入，あるいは屋内配線への泡の接触などで，泡

内を，電流が流れ得るかどうかを知るため，泡の電気

( 34 ) 



る。

と記で得た測定値より，全抵抗R をオームの法則

(1)式から導き，さらに比伝導率kを(2)式より求めた。

R=主.……回(1)

ただし.R調全抵抗 cm
V:電圧 (V)

}同電流 (A)

k l l 一一一・ (0-1・cm--1)………(2)-S R 

ただし円筒容器の長さ(佃〉

S:円筒容器の断面積 (cm2)

R :(1)式より求めた全抵抗 cm
(1)， (2)式より求めた値を第 9表に示す。

また国有比抵抗 ρは(3)式より求められる。

R=ρ; 

ρSR  zーァ (0・偲〉…・・(3)

ただし円筒容器の長さ (cm)

S:円筒容器の断面積 (c田2)

R :(1)式より求めた全抵抗 cm
(3)式より求めた固有比抵抗は 3.6X 106 Ocm~2. 4 X 

1060C田となる。

電圧降下の測定

第8図に示す経15cm.長さ卸価の半円筒形合成樹脂

4

官
』
抗
情
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電流訊1)定装置

的性質について実験をおこなった。実験は卓上高発泡

実験装置で 700倍程度に発泡させた泡に一定の電圧を

かけ泡内を流れる電流，および降下する電圧を測定し

電流の測定

第 7図に示す淫25cm長さ45ωの合成樹脂製円筒容器

に発泡した泡を取り，両端に径25佃の亜鉛鉄板製円形

電極を設置し，交流50V，100V， 130V， 500Vの各

電圧をかけ，泡内を流れる電流{直を電流計で読みと

第 7図
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第9表

~p Eξ 電カ日

抵抗 (Km議流 (mA)

2. 75 

O. 18 3.21 

333 

286 

0.30 

0.35 

2. 76 

3.30 

333 

278 

O. 15 

3.58 256 263 O. 19 

3.67 

3.96 

250 

233 

250 

238 0.21 

印

0.20 

500V 圧庄電方自

2.55 360 333 0.39 

2.62 350 325 。圃 40

3.28 280 260 0.50 

4.17 220 236 0.55 

220 

容擦の問機に亜鉛鉄板製の電箆を設置し，交流 100V

の電圧をかけ， lOcm間隔に移動電極を入れて距離によ

を電圧計で測定した。

0.59 

上記による測定結果を第 5図に示す。

その結果より実験式(4)を得た。

( 35 ) 



第 8図電圧降下議機定茨叡

100 

Pを 初

等部
、J

マ0

60 

50 

40 

30 

20 

10 

第s図 距 離と
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Vd=V-'i-1 … '(4) 
1く

ただし，Vd:降下澄圧 (V)

K 圃 100c磁

距離 (c田〕

V:印加電圧 (V)

E髄 (Cllt.)

上式より印加電庄およびその電源からの距離が明ら

かになれば，その位置における電圧を知ることができ

る。

なお，高電圧およ

は別に実施する予定である。

(6) AT型泡弗jの実用例について

ア 高発泡消火実験

おける実験について

AT型泡剤を使用して高発泡消火装置による実大規

模の消火実験をおこない，消火性能などを観察した。

実験場所・消防大学校屋内火災防御訓練場

〈鉄筋コンクリート造一部 3階建) 1階

部分(第10図参照〉

実験は火災室中央に木材 550kgを井桁状に組込み，

火災が最盛期になって発泡を開始した。消火に使用し

た泡の状況は第10表のとおりである。

第10表消火状況

入口階段および隣室階段(Vο13.7nf 

(F1ニヱXQ)
60 

潟発泡機運用状況

ノズル圧力

放水量

泡朔j吸込量

吸引率

lkg/α02 

2001 /mjn 

4.551/min 

2.27% 

0.45% 

98.2nf 

107.201 

52.きJU

271.母JU

80JU jmin 

3宮2JU

30ui 

362 rtl 

91 nl 

L 56捻

実験の結果AT型泡斉IJによる生成泡は，発泡性能，

保水性，泡の流動性ともに良好で，消火効果をあ fコわ

す指標としての消火lこ要した泡殺も，ぷj記のとおり

1. 56倍と良好であった。

イ 中発泡性能試験

AT型泡剤を使用し，手持式中発iig機による発泡YL

能試験をおこなった。

発泡状況は第11表のとおりで，生成した泡の状態も

非常に良好で， AT型泡剤jは発泡談波を変えることに

より s 中発泡の泡剤として使用可能である。

( 36 ) 

第11表 中発泡機による発泡状況

/ズル圧力

放水量

ウ 低発泡消火実験

6.71忽Ic綴Z

2301 jmin 

2% 

0.49ち

28.8 nlJmin 

125倍

AT型泡~Jを蛋白泡と同様に， ライ γ プロポーショ



第10図実験室平面図
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ナ一方式で，低発泡の油火災用消火剤として使用する

ための突験をおこなった。

実験はオイノレパン(2 x 2 m， 4 m')に水を張 fJ， 

A重油 1121 (油槽厚28回盟〉を入れ， AT型泡斉IJを使

用してエアフオームノスノレによる油火災の消火災験を

おこない，蛋白泡による場合と比較した@

消火実験の結果は第12表のとおりである。

第12表低発泡消火状況

深田式エアフオームノズノレ

泡剤吸引率

消火に要した時間

消火に要した泡量

発泡倍率

4←-z.3→1 

上記のとおり AT?l'1泡による消火性能は非常に良好

で，発泡状況もよく 9 オイノレパン内のi出火災等平担面

における火災は謹白泡より短時務に消火することがで

きる。これは界面活性剤!の泡は流動性がよいために短

を緩うためで，蛋白泡に比較して消火

時間が早く効果的て・ある。ただし，立体的な火災など

では，流動性のよいことがマイナスになり，泡の付着

力が悪く消火効果も低下すると思われる。

5. あとカt き

当研究室で開発したAT型泡剤は，前記のとおり，

高発泡から低発泡まで消化剤としての性能は良好であ

るが，さらに低発泡用エアフオームとして使用するた

めには，耐熱性を付与する必要があり，若干の添加斉IJ

を加えることなどさらに研究改良したし、。

又耐アノレコーノレ等水溶性液体用エアフオームとして

も改良したいと思う。
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